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第4学年のCBTに向けて先輩たちがアドバイス
「
学
力
向
上
の
集
い
」
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
で
も
手
軽
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ
学
習

　

第
４
学
年
の
進
級
試
験
に
は
、共
用
試
験
歯
学
系
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
用
い
た
客
観
試
験
＝Com

puter Based T
esting

）
と
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
客
観

的
臨
床
能
力
試
験
＝Objective Structured Clinical Exam

ination

）
が

充
て
ら
れ
る
が
、
今
年
度
よ
り
本
学
の
進
級
判
定
基
準
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
得
点
が
73

点
以
上
に
改
訂
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
第
４
学
年
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
突
破
に
向
け
て

の
２
つ
の
集
会
を
連
日
開
催
し
、
さ
ら
な
る
努
力
を
誓
っ
た
。

第
１
学
年
生
有
志
が
中
学
校
で
学
習
支
援

講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
に
貢
献

校友会総会を開催

在学生への積極的援助を確認
本学創立50周年に向け
特別準備委員会を立ち上げ

　

歯
学
部
第
１
学
年
の
学
生
６
人
は
、

６
月
20
日
（
水
）、
27
日
（
水
）
に

塩
尻
市
立
広
陵
中
学
校
に
お
い
て
、

生
徒
が
放
課
後
自
主
的

に
学
習
を
行
う
「
放
課

後
自
習
室
」
に
講
師
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
た
。
学
生
た
ち
は

国
語
、
数
学
、
理
科
、

英
語
な
ど
の
問
題
集
に

取
り
組
む
生
徒
た
ち
の

質
問
に
答
え
、
問
題
の

解
き
方
を
教
え
た
。

　

昨
年
よ
り
行
わ
れ
て

い
る
本
学
学
生
に
よ
る
講
師
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
中
学
校
の
先
生
方
や
生

徒
、保
護
者
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
、

今
回
も
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
依
頼

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

　

20
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
た
学
生
は
、
第
１
学
年
の
小
嶋

嘉
子
さ
ん
、
小
関
小
春
さ
ん
、
柴
田

侑
也
君
、
杉
山
も
え
か
さ
ん
、
髙
田

友
歌
さ
ん
、舘
野
菜
月
さ
ん
の
６
人
。

同
校
の
１
、２
年
生
32
人
が
会
議
室
、

３
年
生
15
人
が
図
書
室
に
分
か
れ
て

自
主
学
習
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
学

生
も
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

指
導
を
行
っ
た
。

　

図
書
室
で
は
髙
田
さ
ん
と
舘
野
さ

ん
が
生
徒
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
、

舘
野
さ
ん
は
「
妹
に
教
え
て
い
る
よ

う
で
、
と
て
も
教
え
や
す
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
の
理
解
も
深
ま
る
の
で
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を

話
し
た
。

　

会
議
室
で
は
小
嶋
さ
ん
、
小
関
さ

ん
、
柴
田
君
、
杉
山
さ
ん
が
勉
強
す

る
生
徒
の
回
り
を
歩
き
、
恥
ず
か
し

が
っ
て
質
問
を
し
て
こ
な
い
生
徒
に

「
何
か
分
か
ら
な
い
こ
と
は
な
い
？
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
応
じ
た
。

　

教
え
て
も
ら
っ
た
生
徒
は
「
と
て

も
分
か
り
や
す
く
、
優
し
く
教
え
て

も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
」
と
学
生
へ
感
謝
の
言
葉

を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

今
後
、
講
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
７
月
４
日
（
水
）、
11
日
（
水
）

の
２
回
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
１
学

年
の
学
生
が
６
人
ず
つ
訪
問
す
る
。

中学生に勉強を教える髙田さん

タブレットで CBT の問題を解く学生

CBT の体験に基づいて第４学年にアドバイスする仲座君ら第 5 学年生

総会で挨拶する矢ヶ﨑会長と林副会長

　

６
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
よ
り
、

第
39
回
松
本
歯
科
大
学
校
友
会
総
会

が
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
１
０
１
教

室
に
て
行
わ
れ
た
。

　

矢
ヶ
﨑 

雅
会
長
、
矢
ヶ
﨑 

裕
副

会
長
を
は
じ
め
、
理
事
、
評
議
員
80

人
が
全
国
か
ら
参
集
し
た
。
そ
の
な

か
に
は
宮
城
県
、
和
歌
山
県
、
新
潟

県
、
神
奈
川
県
と
台
湾
の
各
支
部
か

ら
５
人
の
新
任
支
部
長
が
加
わ
っ
た
。

多
く
の
留
学
生
を
送
り
出
し
て
い
る

台
湾
の
林リ

ン 

于ウ
ホ
ウ昉
副
会
長
の
出
席
も

か
な
い
、
今
後
台
湾
支
部
の
校
友
会

　

今
年
度
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
得
点
73
点
以
上
に

加
え
、
Ｉ
Ｒ
Ｔ
（Item

 Response The-
ory

）
標
準
ス
コ
ア
が
５
１
０
以
上
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
の
得
点
は
70
点
以
上
が
第
５
学
年
へ
の
進

級
基
準
と
な
る
。
こ
れ
は
２
０
１
７
年
度
実

施
時
点
で
12
回
を
数
え
る
歯
学
系
Ｃ
Ｂ
Ｔ
実

施
29
大
学
の
平
均
が
２
０
１
７
年
度
74
・
５

点
（
16
年
度
74
・
１
点
）、
Ｉ
Ｒ
Ｔ
標
準
ス

コ
ア
の
平
均
が
５
３
３
（
16
年
度
５
２
４
）

と
上
昇
傾
向
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に

進
級
試
験
の
前
に
は
全
授
業
科
目
の
成
績

（W
eekly Test

30
％
を
含
む
）
が
65
点
以

上
で
あ
る
こ
と
、
失
格
科
目
を
有
さ
な
い
等

の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
々
の
努
力

が
必
須
と
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
５
月
31
日
（
木
）
に
、
第
６
学
年

委
員
長
・
千
葉
大
義
君
、
第
５
学
年

委
員
長
・
仲
座
海
希
君
を
始
め
と
す

る
学
生
有
志
が
中
心
と
な
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
イ
ン
１
０
１
教
室
に
て
「
学

力
向
上
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
例

年
を
遥
か
に
超
え
る
多
数
の
学
生
が

参
加
し
た
。
上
級
生
10
人
が
、
自
分

た
ち
が
体
験
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
振
り
返

り
、
各
自
の
勉
強
法
な
ど
を
説
明
。

仲
座
君
は
「
Ｃ
Ｂ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み

は
、
今
後
の
勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
と
な
り
、
研
修
先
の
決
定
、

卒
業
試
験
合
格
、
ひ
い
て
は
歯
科
医

師
国
家
試
験
合
格
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
。
各
自
、
気
を
ひ
き
し
め
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

ま
た
趙

チ
ョ
ウ 

希キ
エ
ン硯

君
は
留
学
生
に
と
っ
て

の
取
り
組
み
方
と
心
構
え
を
説
い
た
。

　

前
日
の
30
日
（
水
）
に
は
、
宇
田

川
信
之
歯
学
部
長
の
呼
び
掛
け
で
、

講
義
館
２
０
２
教
室
と
本
館
６
０
１

教
室
に
第
４
・
第
５
学
年
生
が
、
ネ

ッ
ト
に
繋
が
る
各
自
の
Ｐ
Ｃ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
モ
バ
イ
ル
な
ど
を
持
っ
て

参
集
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
教
育
支
援
シ
ス

テ
ム
＝Education Support Sys-

tem
 for M

edical Universities

）

に
つ
い
て
、
開
発
担
当
者
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
、
過
去
10
年
分
の
歯
科

医
師
国
家
試
験
問
題
が
ス
ト
ッ
ク
さ

れ
て
お
り
、
自
習
と
演
習
の
学
習
モ

ー
ド
で
、
各
自
の
端
末
に
よ
っ
て
自

分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
解
く
こ
と

が
で
き
る
。
本
学
で
は
２
０
１
４
年

度
よ
り
導
入
し
、
す
で
に
使
用
し
た

学
生
た
ち
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
、

例
年
よ
り
早
い
段
階
で
演
習
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
、
来
年
１

月
31
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
る
Ｃ
Ｂ

Ｔ
に
お
い
て
好
成
績
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

（
第
４
学
年
主
任　
　

歯
科
矯
正
学
講
座　

教
授　

岡
藤
範
正
）

活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
事
業
報
告
、

決
算
お
よ
び
今
年
度
事
業
計
画
、
予

算
が
承
認
さ
れ
た
。
事
業
計
画
の
中

で
は
、
学
生
数
の
減
少
で
会
費
の
減

収
が
続
く
厳
し
い
運
営
状
況
で
は
あ

る
が
、
校
友
会
は
積
極
的
に
在
学
生

を
援
助
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
今

年
度
は
第
６
学
年
を
中
心
に
、
す
べ

て
の
学
年
に
対
し
て
学
業
、
学
園
祭

に
対
す
る
援
助
が
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
女
性
会
員
の
増
加

を
受
け
て
、
女
性
会
員
の
会
（
桔
梗

の
会
）
活
動
の
発
展
、
充
実
へ
の
応

援
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
女
性
歯
科

医
師
の
増
加
は
全
国
的
な
傾
向
で
も

あ
り
、
他
大
学
同
窓
会
と
の
連
携
も

事
業
活
動
と
さ
れ
た
。

　

一
方
、
本
学
創
立
50
周
年
に
向
け

て
、
校
友
会
と
し
て
の
特
別
準
備
委

員
会
の
立
ち
上
げ
が
監
事
よ
り
提
起

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
今
後
、
特
別
準

備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
創
立
50
周

年
を
迎
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
検

討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

総
会
後
は
学
内
中
国
料
理
レ
ス
ト

ラ
ン
で
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
本
学
地

域
連
携
歯
科
学
講
座
の
蓜
島
弘
之
教

授
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
支
部
活
動
へ
の

臨
床
的
支
援
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
13
期
生　

川
原
一
郎
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
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テ
セ
ウ
ス
が
父
王
ア
イ
ゲ
オ
ス
と

再
会
す
る
数
年
前
、
ク
レ
タ
島
の
ミ

ノ
ス
王
の
長
男
ア
ン
ド
ロ
ゲ
オ
ス
が

ア
テ
ナ
イ
で
の
競
技
大
会
に
出
場
し

た
が
、
優
勝
し
た
彼
を
妬
ん
だ
他
の

競
技
者
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
事
件

が
起
こ
っ
た
。
怒
り
狂
っ
た
ミ
ノ
ス

王
が
派
遣
し
た
強
力
な
海
軍
に
包
囲

さ
れ
て
ア
テ
ナ
イ
は
屈
服
し
、
毎
年

７
人
の
若
者
と
７
人
の
乙
女
を
貢
物

と
し
て
ク
レ
タ
王
に
差
し
出
す
こ
と

を
講
和
条
件
と
し
て
強
制
さ
れ
た
。

　

ク
レ
タ
島
の
ミ
ノ
ス
王
は
、
ゼ
ウ

ス
が
エ
ウ
ロ
ペ
に
産
ま
せ
た
子
で
、

王
位
継
承
の
権
利
を
示
す
た
め
に
、

伯
父
の
ポ
セ
イ
ド
ン
に
白
い
立
派
な

牡
牛
を
所
望
し
た
。
海
神
は
そ
の
牛

を
神
々
へ
の
犠
牲
と
す
る
こ
と
を
条

件
に
願
い
を
叶
え
て
く
れ
た
。（
図
１
）

　

と
こ
ろ
が
、
あ
ま
り
に
も
美
し
い

牛
だ
っ
た
の
で
、
ミ
ノ
ス
王
は
惜
し

く
な
り
、
別
の
粗
末
な
牛
を
捧
げ
も

の
に
し
た
。
不
埒
な
誤
魔
化
し
に
ポ

セ
イ
ド
ン
が
気
づ
か
な
い
は
ず
も
な

い
。
神
は
大
い
に
怒
り
、
罰
と
し
て

王
妃
パ
シ
パ
エ
の
気
を
狂
わ
せ
、
そ

の
白
い
牡
牛
を
ひ
た
す
ら
恋
い
慕
う

よ
う
に
仕
向
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

人
間
の
女
性
が
牡
牛
と
交
合
す
る

こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
し
か
し
、

恋
情
に
燃
え
た
パ
シ
パ
エ
は
、
天
才

工
匠
ダ
イ
ダ
ロ
ス
に
愛
ら
し
い
牝
牛

の
ハ
リ
ボ
テ
を
作
ら
せ
、
そ
の
中
に

入
っ
て
四
つ
ん
這
い
と
な
っ
た
。
ま

る
で
生
き
て
い
る
と
し
か
見
え
な
い

牝
牛
の
姿
に
、
発
情
し
た
白
い
牡
牛

は
後
ろ
か
ら
襲
い
か
か
っ
て
思
い
を

遂
げ
た
。（
図
２･

図
３
）

　

王
妃
は
妊
娠
し
て
、
や
が
て
牛
頭

人
身
の
子
ど
も
を
産
ん
だ
。
こ
れ
が

ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
で
あ
る
。（
図
４
）

　

成
長
す
る
に
つ
れ
て
凶
暴
性
を
発

揮
し
、
人
肉
を
好
む
怪
物
の
存
在
に

困
っ
た
ミ
ノ
ス
王
は
、
ダ
イ
ダ
ロ
ス

に
命
じ
て
大
迷
宮
ラ
ビ
リ
ン
ス
を
作

ら
せ
、
ミ
ノ
タ
ウ
ロ

ス
を
中
に
閉
じ
込
め

た
。
そ
し
て
、
そ
の

餌
食
に
充
て
ら
れ
た

の
が
、
毎
年
ア
テ
ナ

イ
か
ら
貢
が
れ
る
青

年
男
女
だ
っ
た
の
だ
。

　

選
り
す
ぐ
り
の
若

者
た
ち
と
美
し
い
乙
女
た
ち
を

生
け
贄
と
し
て
差
し
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
テ

ナ
イ
の
人
び
と
の
大
き
な
悲
し

み
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
運
ぶ
船

に
は
喪
章
と
し
て
黒
い
帆
が
掲

げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
知
っ
た
テ
セ
ウ
ス
は

強
い
憤
り
を
感
じ
た
。
そ
こ
で

彼
は
自
ら
人
身
御
供
の
一
員
と

な
っ
て
、
ク
レ
タ
に
赴
く
こ
と

を
志
願
し
た
。

　

父
王
ア
イ
ゲ
ウ
ス
は
す
で
に
老
境

に
さ
し
か
か
っ
て
よ
う
や
く
会
え
た

一
人
息
子
に
、
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
恐

ろ
し
さ
を
説
き
、
な
ん
と
か
思
い
止

ま
っ
て
く
れ
と
懇
願
し
た
が
、
民
の

苦
し
み
を
救
お
う
と
す
る
テ
セ
ウ
ス

は
聞
き
入
れ
な
い
。「
生
き
て
戻
っ

て
く
れ
。
白
い
帆
を
掲
げ
て
帰
っ
て

き
て
く
れ
」
と
約
束
さ
せ
る
の
が
精

一
杯
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く（

笠
原 

浩
）

名
画
で
楽
し
む
ギ
リ
シ
ア
神
話
〈
16
〉

テ
セ
ウ
ス
と
ア
リ
ア
ド
ネ
②

　

松
本
歯
科
大
学
病
院
地
域
医
療
連

携
室
は
、
今
月
号
よ
り
連
載
「
病
院

だ
よ
り
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
当

院
の
診
療
部
門
や
ス
タ
ッ
フ
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

◇
―
◇
―
◇
―
◇
―
◇

　
「
最
近
、
む
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
…
」

　

ち
ょ
っ
と
そ
こ
の
院
長
先
生
! 

治

療
中
に
患
者
さ
ん
を
む
せ
さ
せ
る
こ

と
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
？ 

衛

生
士
さ
ん
に
「
お
前
の
バ
キ
ュ
ー
ム

操
作
が
悪
い
か
ら
だ
!
」
っ
て
怒
っ

て
い
ま
せ
ん
？ 

そ
れ
実
は
、
摂
食
嚥

下
障
害
の
初
期
症
状
か
も
し
れ
ま
せ

ん
よ
!

　

超
高
齢
社
会
の
昨
今
、
患
者
さ
ん

の
年
齢
層
も
年
々
高
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
摂
食
嚥
下
障
害
の
原
因
の

一
つ
と
し
て「
加
齢
」が
あ
り
ま
す
。

普
通
に
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
で
も

精
密
検
査
を
し
て
み
る
と
、
健
康
若

年
者
と
比
較
し
て
異
常
な
嚥
下
動
態

を
示
す
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
老
化
現
象

を
見
落
と
さ
ず
に
適
切
な
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
処
方
す
る
と
、

短
期
間
に
症
状
を
改
善
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

写
真
は
患
者
さ
ん
に
バ
リ
ウ
ム
を

嚥
下
さ
せ
た
直
後
の
嚥
下
造
影
写
真

（
側
方
照
射
）
で
、
喉
頭
の
下
部
に

バ
リ
ウ
ム
が
貯
留
し
て
い
る
の
が
見

ら
れ
ま
す
。
実
際
は
、
口
腔
へ
の
摂

取
か
ら
食
道
の
通
過
ま
で
を
動
画
で

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
歯
科
医
療
関
係
者
は
、

口
腔
機
能
の
維
持
増
進
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
誤
嚥
性
肺
炎
」

は
脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
、
全
身
状

病院だより vol.1

シリーズ診療部門紹介①

「摂食嚥下機能リハビリテーションセンター」
適切なリハビリで症状改善を !

態
の
悪
い
方
の
合
併
症
で
あ
る
と
い

う
固
定
観
念
を
お
持
ち
の
先
生
方
も

多
い
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
非
常
に

取
り
組
み
に
く
い
治
療
と
思
わ
れ
て

い
る
傾
向
に
も
あ
り
ま
す
。

　

当
院
は
２
０
１
６
年
に
「
摂
食
嚥

下
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
進
行
性

の
脳
変
性
症
の
方
や
脳
性
麻
痺
の
お

子
さ
ん
な
ど
、
重
篤
な
症
状
の
方
も

来
院
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
ち
ょ
っ

と
の
ど
に
違
和
感
が
あ
る
の
。
診
て

く
だ
さ
ら
な
い
？
」
と
い
っ
た
軽
い

症
状
の
方
の
診
察
も
し
て
い
ま
す
。

院
内
外
か
ら
の
紹
介
も
徐
々
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
想
さ

れ
る
摂
食
機
能
障
害
予
備
群
の
割
合

か
ら
す
る
と
、
い
ま
だ
こ
の
セ
ン
タ

ー
の
存
在
や
診
療
内
容
が
地
域
や
大

学
内
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
の
が
現
状
で
す
。
病
院
関
係
者
に

限
ら
ず
、
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
の
診
察
の

見
学
や
症
例
の
相
談
な
ど
、
い
つ
で

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
そ
こ
の
若
い
先
生
! 

のどに違和感がある患者さんの咽頭部（左）と嚥下造影写真

こ
れ
か
ら
は
歯
痛
の
管
理
だ
け
が
歯

科
医
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
! 

通

院
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
往
診

へ
も
目
を
向
け
ま
せ
ん
か
？ 

待
っ

て
い
ま
す
よ
! 

地
域
医
療
連
携
室

（
☎
０
２
６
３-

51-

２
３
０
５
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
病
院
地
域
医
療
連
携
室
）

　

新
緑
が
清
々
し
い
５
月
19
日（
土
）・

20
日
（
日
）
の
両
日
、
本
学
剣
道
部

と
東
京
歯
科
大
学
剣
道
部
と
の
交
流

戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流

は
、
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
の
夏

に
剣
道
部
初
代
部
長
の
加
藤
倉
三
先

生
（
第
２
代
学
長
）
が
部
員
を
引
率

し
、
上
諏
訪
で
の
東
京
歯
科
大
学
剣

道
部
合
宿
に
合
流
し
た
の
が
最
初
で

す
。
以
来
、
毎
年
継
続
し
て
両
校
剣

道
部
間
で
交
流
試
合
・
合
同
稽
古
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
東
京
歯
科
大
学
が
ホ
ス

ト
役
と
な
り
、
19
日
夜
は
千
葉
市
の

中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
東
天
紅
に
て
交
流

会
、
そ
し
て
20
日
は
千
葉
市
の
東
京

歯
科
大
学
稲
毛
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育

館
と
剣
道
場
に
お
い
て
交
流
試
合
と

合
同
稽
古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
第
１
学
年
の
新
入
部

員
を
は
じ
め
７
人
が
参
加
し
、
２
日

間
を
通
じ
て
顧
問
の
金
銅
英
二
教
授

（
口
腔
解
剖
学
講
座
）
が
引
率
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
日
は
茨
城
県
か
ら
剣
道

部
Ｏ
Ｂ
会
長
の
中
澤 

央
先
生
（
教

士
七
段
）
が
お
越
し
下
さ
り
、
審
判

や
稽
古
で
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

　

東
京
歯
科
大
学
剣
道
部
の
皆
さ
ん

と
の
絆
・
友
情
を
よ
り
い
っ
そ
う
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
多
く
の
刺

激
を
受
け
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
45
回
目
の
交
流
試
合
を

本
学
で
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
稽
古

に
励
み
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
部
を

盛
上
げ
、
東
京
歯
科
大
学
剣
道
部
を

歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
剣
道
部
主
将　

第
３
学
年　

田
代
陽
介
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

病
院
育
成
期
口
腔
診
療
部
門 

歯
科
衛
生
士
・
三
井
恵
理
奈
さ
ん

認
定
衛
生
士
め
ざ
し
学
会
で
ポ
ス
タ
ー
発
表

　

５
月
10
日
（
木
）、
第
56
回
日
本

小
児
歯
科
学
会
が
大
阪
市
の
大
阪
国

際
会
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
病

院
育
成
期
口
腔
診
療
部
門
（
小
児
歯

科
）
歯
科
衛
生
士
の
三
井
恵
理
奈
さ

ん
が
認
定
衛
生
士
の
取
得
を
目
指
し
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
児
歯
科
診
療
で
は
、
小
児
領
域

の
高
い
ス
キ
ル
を
も
っ
た
歯
科
衛
生

士
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
２
０
０
７
年
よ
り
学
会
と
し

て
の
認
定
歯
科
衛
生
士
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
、
歯
科
衛
生
士
の
小
児
歯
科

に
つ
い
て
の
技
術
や
知
識
が
あ
る
こ

と
を
認
定
歯
科
衛
生
士
委
員
会
が
審

査
し
、
認
定
し
て
い
ま
す
。
認
定
衛

生
士
の
取
得
に
は
学
会
歴
と
学
会
参

加
の
み
な
ら
ず
、
認
定
衛
生
士
必
須

セ
ミ
ナ
ー
受
講
が
必
要
で
、
２
年
以

上
管
理
し
た
５
症
例
の
症
例
提
出
も

条
件
と
な
っ
て
お
り
、
書
類
審
査
後

に
は
学
会
で
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
最

終
試
験
と
し
て
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
１
０
０
人
程
度
の
認

定
歯
科
衛
生
士
が
誕
生
し
て
い
ま
す

が
、
本
学
で
は
す
で
に
３
人
の
歯
科

衛
生
士
が
小
児
歯
科
学
会
の
認
定
衛

生
士
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
で
三
井
さ
ん
は
、
口

蓋
裂
を
有
す
る
患
児
の
継
続
し
た
管

理
例
を
発
表
し
、
認
定
衛
生
士
委
員

会
の
口
頭
試
問
を
受
け
ま
し
た
。
12

月
の
理
事
会
で
の
承
認
を
待
つ
ば
か

り
と
な
っ
て
お
り
、
三
井
さ
ん
の
さ

ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
小
児
歯
科
学
講
座　

教
授　

大
須
賀
直
人
）

　

最
近
自
転
車
に
関
す
る
相
談
が
急

増
し
て
い
る
。
経
験
上
い
ろ
い
ろ
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
が
、
聞
け
ば
聞
く
ほ

ど
問
題
の
原
点
で
あ
る
自
転
車
の

「
多
様
性
」を
明
確
化
す
る
必
要
が
出

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

自
転
車
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
般
的
に

通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
の
行
動

手
段
が
一
番
多
い
。次
に
観
光
関
連
。

近
年
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

言
葉
も
聞
か
れ
る
が
、
自
転
車
で
旅

を
し
た
り
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
た

め
に
訪
れ
た
り
、
海
外
か
ら
来
る
サ

イ
ク
リ
ス
ト
も
多
い
。
最
後
に
競
技

や
部
活
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
だ
。

　

種
別
で
分
け
て
も
日
本
固
有
の
通

称
マ
マ
チ
ャ
リ
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

用
は
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
、
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
。
そ
し
て

子
供
車
な
ど
。
ま
た
現
在
の
道
路
交

通
法
で
は
サ
イ
ズ
と
基
準
を
満
た
す

自
転
車
は
「
普
通
自
転
車
」
で
、
そ

れ
以
外
は
「
自
転
車
」
と
な
る
。
こ

の
区
分
け
に
よ
り
歩
道
を
走
れ
る
か

否
か
が
決
ま
る
こ
と
を
ご
存
知
の
方

は
、
か
な
り
通
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
自
転
車
に
は
い
ろ
い

ろ
な
要
素
が
あ
り
、
需
要
も
増
え
、

道
路
使
用
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し

て
い
る
。
僕
は
元
選
手
、
ス
ポ
ー
ツ

自
転
車
小
売
業
者
、
ス
ポ
ー
ツ
自
転

車
主
催
者
、
そ
し
て
一
人
の
サ
イ
ク

リ
ス
ト
と
し
て
、
多
角
的
に
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

一
つ
の
解
決
策
と
基
本
的
な
考
え

方
は
「
尊
重
」
だ
と
思
う
。
公
共
の

道
路
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い

っ
た
気
持
ち
が
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
に

あ
れ
ば
嬉
し
い
。
自
転
車
が
持
っ
て

い
る
魅
力
を
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解

決
し
て
い
く
な
か
で
自
転
車
文
化
を

発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
、
日
々
考

え
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
し
た
歯
科
衛
生
士
の
三
井
さ
ん

白
熱
し
た
交
流
試
合

図
１ 

ポ
セ
イ
ド
ン
が
与
え
た
白
い
牡
牛

図
２ 

ダ
イ
ダ
ロ
ス
が
作
っ
た
牝
牛
の
ハ
リ
ボ
テ

図３ ハリボテに入ったパシパエ 図４ ミノタウロス

新入部員ら７人が参加
友情深め大きな刺激に
東京歯科大学剣道部と交流戦



　

第
１
８
８
回
理
事
会
お
よ
び
第
１

３
１
回
評
議
員
会
に
お
い
て
、
台
湾

の
李 

傳
洪
氏
が
推
挙
さ
れ
、
本
学
特

別
顧
問
に
就
任
し
た
。

　

李
氏
は
中
国
国
民
党
中
央
評
議
委

員
会
主
席
団
主
席
、
南ナ

ン 

懐ホ
ワ
イ
チ
ン瑾
太
湖

大
学
堂
董
事
長
（
理
事
長
）、
中
国

復
旦
大
学
理
事
、
中
国
上
海
交
通
大

学
理
事
な
ど
数
多
く
の
要
職
を
歴
任

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
台
湾
で
は
有
名
な
進
学

私
立
学
校
「
薇ウ

ェ
イ
ゴ閣
学
校
」
の
董
事
長

と
し
て
、
保
育
園
か
ら
高
校
ま
で
の

一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

近
年
は
多
く
の
卒
業
生
が
台
湾
の
最

高
学
府
で
あ
る
台
湾
大
学
に
入
学
し

て
い
る
。
そ
の
人
材
育
成
に
お
け
る

顕
著
な
貢
献
を
認
め
ら
れ
、
本
年
５

月
に
日
本
政
府
よ
り
旭
日
中
綬
章
を

受
勲
し
た
。

　

本
学
も
李
氏
の
教
育
に
対
す
る
情

熱
を
評
価
し
、
今
後
の
国
際
化
等
に

助
言
を
い
た
だ
き
た
く
、
特
別
顧
問

と
し
て
就
任
を
依
頼
す
る
に
至
っ
た
。

　

李
氏
は
４
月
に
来
学
さ
れ
た
際
、

自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
や
充
実
し

た
施
設
に
感
銘
を
受
け
ら
れ
、
今
後

は
人
材
育
成
に
関
す
る
情
報
共
有
な

ど
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
さ

れ
た
。

（
学
事
室　

室
長　

酒
井
康
成
）
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【
会
議
事
項
】

１
．
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

２
．
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
決

算
に
つ
い
て

３
．
寄
附
金
品
の
受
納
に
つ
い
て

４
．
学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
諸
規

程
の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他

【
２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
概
要
】

　
〈
Ⅰ
．
教
育
・
研
究
〉

１
．
歯
学
部

　

①
歯
学
部
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上

　

・
進
級
判
定
・
卒
業
判
定
の
判
定

基
準
を
明
確
に
し
、
客
観
性
の

あ
る
厳
格
な
成
績
判
定
を
実
施

し
た
。
今
年
度
は
不
合
格
科
目

を
有
す
る
者
に
対
し
、
７
日
～

20
日
間
の
補
習
期
間
を
設
け
、

改
め
て
進
級
判
定
を
行
っ
た
。

　

・ 

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

授
業
に
対
す
る
学
生
の
理
解
度

や
満
足
度
を
調
査
し
、
結
果
は

教
授
会
で
周
知
し
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
だ
。

　

・
各
学
年
に
学
年
主
任
と
補
佐
を

５
～
20
人
程
配
置
し
、
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

・
第
６
学
年
の
卒
業
準
備
委
員
会

の
ほ
か
、
第
５
学
年
と
第
４
学

年
の
学
年
委
員
会
の
設
置
を
認

め
、
学
生
の
自
主
的
な
学
習
活

動
を
支
援
し
た
。

　

・
２
０
１
８
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
に
あ
た
っ
て
、
第
１
学

年
に
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
」「
経
営
と
会
計
」「
数

物
学
」「
解
剖
学
入
門
」
を
開

講
し
、
第
２
学
年
か
ら
第
４
学

年
の
「
衛
生
学
」
と
「
社
会
歯

科
学
」
を
「
公
衆
衛
生
学
」
と

し
て
統
合
し
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を

目
指
し
た
。

　

②
退
学
者
・
除
籍
者
の
低
減

　
・「
学
び
へ
の
歩
み
」（
第
１
学
年
）、

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
行

動
学
」（
第
２
学
年
）
の
授
業

科
目
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

（
各
自
に
毎
週
の
学
修
目
標
を

計
画
さ
せ
て
、
達
成
さ
れ
た
か

を
自
己
評
価
し
て
、
そ
の
状
態

を
学
年
主
任
や
補
佐
が
チ
ェ
ッ

ク
す
る
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し

学
修
状
況
を
把
握
し
た
。

　

・
学
生
相
談
室
に
非
常
勤
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
週
１
日
２

時
間
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
内
で
の
卒
業
率

の
向
上

　

・
初
年
次
教
育
で
は
双
方
向
的
、

協
働
的
な
授
業
（「
入
門
歯
科

医
学
」や「
学
び
へ
の
歩
み
」等
）

を
通
じ
、
能
動
的
で
自
律
（
自

立
）
的
な
学
修
へ
の
転
換
を
目

指
し
た
。

　

④
第
１
１
１
回
歯
科
医
師
国
家
試

験
の
現
役
学
生
（
新
卒
）
の
合

格
者
は
58
人
、
合
格
率
76
・
３

％
を
達
成
し
た
。

２
．
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
・
総

合
歯
科
医
学
研
究
所

　

①
大
学
院
の
入
学
定
員
充
足
率
向
上

　

・
大
学
院
学
生
募
集
要
項
と
願
書

等
の
出
願
書
類
に
つ
い
て
は
、

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
、

資
料
請
求
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

　

・
一
般
選
抜
の
ほ
か
、
社
会
人
特

別
選
抜
、
外
国
人
留
学
生
特
別

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
・
決
算
等
を
可
決

平成 29年度資金収支計算書および平成 30年度予算書
（平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日）� （平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日）

（単位　　円）

　収　入　の　部
科　　　　　目 平成 29年度決算 平成 30年度予算

学生生徒等納付金収入 2,023,073,242 2,180,140,000
寄付金収入 7,935,000 11,500,000
補助金収入 405,969,494 412,000,000
資産売却収入 94,804,629 86,300,000
付随事業・収益事業収入 1,662,509,920 1,722,850,000
受取利息・配当金収入 30,094,654 40,000,000
雑収入 125,551,044 63,400,000
その他の収入等 1,251,639,711 1,094,170,000
前年度繰越支払資金 1,223,561,060 1,265,664,572

収入の部合計 6,825,138,754 6,876,024,572

　支　出　の　部
科　　　　　目 平成 29年度決算 平成 30年度予算

人件費支出 2,432,614,754 2,307,000,000
教育研究経費支出 1,490,037,251 1,360,060,000
管理経費支出 627,603,824 675,660,000
施設設備関係支出 155,148,366 555,000,000
資産運用支出 5,042 0
その他の支出等 1,225,452,374 1,085,500,000
翌年度繰越支払資金 894,277,143 892,804,572

支出の部合計 6,825,138,754 6,876,024,572

 貸　　借　　対　　照　　表
平成 30年 3月 31日

（単位　　円）

　資　産　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定資産 20,220,627,166 21,271,977,049
有形固定資産 15,029,315,269 15,970,986,574

土　地 3,936,073,628 3,948,058,173
建　物 8,845,491,189 9,497,479,735
その他の有形固定資産 2,247,750,452 2,525,448,666

特定資産 505,657,617 505,652,575
その他の固定資産 4,685,654,280 4,795,337,900

有価証券 4,487,095,446 4,573,477,854
長期貸付金他 198,558,834 221,860,046

　流動資産 1,217,650,770 1,593,625,150
現金預金 894,277,143 1,223,561,060
その他の流動資産 323,373,627 370,064,090
資産の部合計 21,438,277,936 22,865,602,199

　負　債　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定負債 1,116,846,740 1,189,723,421
　流動負債 904,174,018 929,070,167

負債の部合計 2,021,020,758 2,118,793,588

　純　資　産　の　部�
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　基本金 40,462,830,751 40,332,016,478
　繰越収支差額 △�21,045,573,573 △�19,585,207,867

純資産の部合計 19,417,257,178 20,746,808,611
負債および純資産の部合計 21,438,277,936 22,865,602,199

選
抜
、
秋
期
選
抜
試
験
を
実
施

し
た
。

　

・
入
学
者
は
２
０
１
７
年
度
秋
期

選
抜
が
２
人
（
留
学
生
１
人
）、

２
０
１
８
年
度
春
期
入
学
が
11

人
（
留
学
生
２
人
）
で
あ
っ
た
。

　

②
大
学
院
教
育
の
実
質
化

　

・
授
業
に
出
席
で
き
な
い
遠
方
に

住
む
社
会
人
学
生
に
対
応
す
る

た
め
、
授
業
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
送
付
し
、
メ
ー
ル
等
で
個

別
指
導
を
行
い
大
学
院
教
育
の

実
質
化
を
図
っ
た
。

　

学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
の
第
１
８
８
回
理
事
会
お
よ
び
第
１
３
１
回
評
議
員
会
が
５
月

24
日
（
木
）、
創
立
30
年
記
念
棟
３
階
「
常
念
岳
」
の
間
で
開
か
れ
、
２
０
１
７
年
度
事
業

報
告
な
ど
各
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
可
決
し
た
。

理事会報告

　

・
第
１
学
年
導
入
科
目
の
医
療
・

科
学
倫
理
学
概
論
で
は
、
３
コ

マ
「English for science & 

research

」、「Reading a sci-
entific article

」
の
英
語
講
義

を
設
定
し
、
英
語
論
文
活
用
や

発
表
の
た
め
の
ス
キ
ル
養
成
に

努
め
た
。

　

・
国
内
外
の
研
究
者
を
招
き
大
学

院
セ
ミ
ナ
ー
を
12
回
開
催
し
、

大
学
院
生
の
能
力
向
上
を
図
っ

た
。

　

・
学
位
論
文
の
審
査
は
、
客
観
的

で
公
平
性
の
あ
る
審
査
を
実
施

し
、
厳
格
な
判
定
を
行
っ
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
で
の
学
位
授
与

の
促
進

　

・
大
学
院
生
の
指
導
は
、
複
数
教

員
指
導
体
制
と
し
、
主
指
導
教

員
は
、
履
修
指
導
や
研
究
テ
ー

マ
の
設
定
を
は
じ
め
学
位
論
文

の
作
成
着
手
か
ら
完
成
に
至
る

ま
で
の
研
究
指
導
の
主
体
的
任

務
を
果
た
し
、
副
指
導
教
員
は
、

主
指
導
教
員
と
連
携
し
研
究
の

推
進
に
あ
た
っ
た
。

　

④
大
学
教
員
、
研
究
者
の
養
成

　

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
大
学
院
学
生
４
人
を

採
用
し
、
教
育
・
研
究
指
導
者

と
な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に

経
済
的
な
支
援
を
行
っ
た
。

　

⑤
世
界
水
準
の
研
究
活
動
の
推
進

　
・
教
員
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー
の
高
い
、
あ
る
い
は
引
用

回
数
の
多
い
国
際
学
会
誌
に
研

究
成
果
を
積
極
的
に
投
稿
し
、

Science

誌
、The Journal 

of experim
ental m

edicine

誌
、Hypertension

誌
、Car-

diovascular research

誌
等

の
学
術
雑
誌
に
研
究
成
果
が
掲

載
さ
れ
た
。

３
．
松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院

　

①
入
学
定
員
充
足
率
の
ア
ッ
プ

　

・
指
定
校
や
入
学
実
績
校
24
校
へ

の
高
校
訪
問
を
実
施
し
た
。

　

・
企
業
主
催
の
進
路
説
明
会
に
参

加
し
、
学
校
説
明
等
を
行
っ
た
。

　

・
長
野
県
歯
科
衛
生
士
養
成
校
協

議
会
主
催
に
よ
る
職
業
体
験
会

を
本
校
を
会
場
に
開
催
し
、
24

人
の
中
高
生
が
参
加
し
た
。

　

②
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
に
は
全

卒
業
生
25
人
が
受
験
。
全
員
合

格
し
、
合
格
率
１
０
０
％
を
維

持
し
た
。

　

③
本
学
病
院
に
お
け
る
臨
床
実
習

　
　

の
強
化

　

・
演
習
時
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

実
習
で
の
班
行
動
を
通
じ
協

調
性
を
身
に
つ
け
た
。

　

・
第
１
学
年
よ
り
医
療
従
事
者
の

心
構
え
な
ど
を
学
び
、
戴
帽
式
、

登
院
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
医
療
人
と
し
て
の

自
覚
、
責
任
を
認
識
さ
せ
た
。

　
〈
Ⅱ
．
病
院
・
診
療
〉

１
．
病
院

⑴
歯
科
部
門

　

①
医
科
歯
科
診
療
会
議
、
病
院
連

絡
会
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
部
会
を
通
じ
、
投
書
お
よ
び

医
療
相
談
等
を
周
知
・
情
報
共

有
の
徹
底
を
図
り
、
苦
情
削
減

に
取
り
組
ん
だ
。

　

②
他
チ
ー
ム
と
の
診
療
に
お
け
る

連
携
体
制
を
整
え
、
患
者
情
報

の
共
有
お
よ
び
診
療
の
補
完
が

行
え
る
体
制
と
な
っ
た
。

　

③
診
療
時
間
を
60
分
間
・
30
分
間
・

15
分
間
に
分
け
、
予
約
時
間
枠

組
の
細
分
化
を
行
い
、
時
間
短

縮
を
試
み
た
。

　

④
効
率
的
な
病
床
受
入
体
制
の
整

備
を
行
っ
た
結
果
、
稼
働
率
は

29
・
４
％
と
な
り
、
昨
年
度
よ

り
改
善
が
図
れ
た
。

⑵
医
科
部
門

　

①
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
「
健

康
増
進
施
設
」
認
定
を
受
け
、

指
定
運
動
療
法
施
設
と
し
て
、

内
科
と
連
携
し
た
施
設
拡
充
が

図
れ
た
。

　

②
医
科
受
付
を
統
一
し
、
受
付
事

務
２
人
と
看
護
師
の
協
力
体
制

を
整
備
し
た
。

　

③
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
を
開
設
し
、

病
院
全
体
の
診
療
実
績
お
よ
び

病
床
の
稼
働
率
向
上
に
貢
献
し

た
。

⑶
共
通
部
門

　

①
近
隣
の
医
院
を
訪
問
し
、
医
療

連
携
強
化
に
よ
る
大
型
機
器

（
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
の
利
用
推
進

を
図
っ
た
。

　

②
病
院
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ー
ド
機
器

の
老
朽
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の

大
幅
な
リ
プ
レ
ー
ス
を
推
進
し

た
。

２
．
診
療

　

・
病
院
全
体
の
診
療
実
績
は
前
年

度
比
３
・
７
％
増
、
患
者
数
も

５
・
２
％
増
と
な
っ
た
。

　
〈
Ⅲ
．
管
理
・
運
営
〉

⑴
耐
震
化
事
業

　

・
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震
化
工

事
に
向
け
計
画
的
に
防
災
機
能

強
化
の
た
め
の
事
業
を
検
討
し

た
。

⑵
組
織
・
人
事

　

①
医
療
職
員
を
中
心
に
退
職
者
の

補
充
を
継
続
的
に
行
っ
た
。

　

②
毎
月
１
回
各
事
務
系
所
属
長
を

対
象
に
Ｓ
Ｄ
を
実
施
し
た
。

⑶
学
生
募
集
・
広
報
活
動

　

①
高
校
・
予
備
校
を
訪
問
し
、
新

卒
の
国
家
試
験
合
格
率
や
Ｃ
Ｂ

Ｔ
の
成
績
向
上
等
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　

②Yahoo

お
よ
びGoogle

の
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
歯
学
部
志
願
者
へ
の

W
eb

広
告
を
展
開
し
た
。

本
学
の
更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
て

李リ 

傳チ
ュ
ア
ン
ホ
ン洪
氏
が
特
別
顧
問
に
就
任

旭
日
中
綬
章
を
受
勲
し
た
李
氏

事業報告等を説明する廣瀬國基理事
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Alumni News

長野県支部
口腔顎顔面外科学講座・芳澤享子教授が講演

「口腔外科 ―最近のトピックス」

東
京
大
学
大
学
院
・
塚
崎
雅
之
先
生
が
講
演

「
骨
免
疫
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

歯
周
病
研
究
の
先
端
実
験
結
果
」

大学院セミナー

〔
採
用
〕　　
　

５
月
21
日
付

　

上
條
千
鶴
留 

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

　
　
　
　
　
　

６
月
１
日
付

　

鈴
木　

友
代 

（
薬
局
薬
剤
師
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
））

〔
退
職
〕　　
　

５
月
31
日
付

　

唐
澤　

基
央 

（
助
教
（
歯
学
部
歯
科
矯
正
学
講
座
））

　

小
野
さ
と
み 

（
臨
床
検
査
室
視
能
訓
練
士
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
））

　

４
月
20
日
（
金
）、
東
京
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
免
疫
学
講
座
に

所
属
し
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
の
塚
崎
雅
之
先
生
を

お
迎
え
し
、
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
、「
骨
免
疫
学
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
歯
周
病
研
究
の
先
端

実
験
結
果
」に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。

　

免
疫
系
の
過
剰
な
活
性
化
に
伴
う

骨
破
壊
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
歯
周

病
、
癌
の
骨
転
移
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
炎
症
性
骨
疾
患
の
病
態
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
自
己
免
疫

疾
患
で
あ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
骨
破

壊
機
序
を
探
索
す
る
な
か
で
、
免
疫

系
の
司
令
塔
で
あ
る
Ｔ
細
胞
と
、
骨

吸
収
の
実
行
役
で
あ
る
破
骨
細
胞
と

の
相
互
作
用
が
解
析
さ
れ
、「
骨
免
疫

学
」と
い
う
学
問
体
系
が
生
ま
れ
た
。

骨
免
疫
学
の
進
展
は
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
に
お
け
る
骨
破
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
や
、
治
療
薬
の
開
発
、
そ
の
作

用
機
序
の
理
解
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
く
代

表
的
な
炎
症
性
骨
疾
患
で
あ
り
、
最

も
罹
患
率
の
高
い
感
染
症
の
一
つ
で

あ
る
歯
周
病
の
病
態
に
関
し
て
は
、

未
だ
に
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。

　

塚
崎
先
生
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
に

お
い
て
悪
玉
の
免
疫
細
胞
と
考
え
ら

れ
て
き
た
骨
破
壊
性
Ｔ
細
胞
（Th17

細
胞
お
よ
びexFoxp3Th17

細
胞
）

が
、
口
腔
細
菌
依
存
的
に
歯
周
炎
組

織
に
集
積
し
、
抗
菌
免
疫
を
惹
起
し

口
腔
細
菌
の
排
除
に
寄
与
す
る
と
同

時
に
、
破
骨
細
胞
に
よ
る
歯
の
支
持

骨
吸
収
を
誘
導
し
感
染
源
で
あ
る
歯

の
脱
落
を
促
す
こ
と
で
、
感
染
お
よ

び
炎
症
を
終
息
さ
せ
る「
諸
刃
の
剣
」

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
す
な
わ
ち
、
炎
症
性
骨
破
壊

は
単
な
る
炎
症
の
副
次
的
効
果
で
は

な
く
、
口
腔
細
菌
感
染
に
対
す
る
生

体
防
御
機
構
と
し
て
の
役
割
を
持
つ

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

塚
崎
先
生
は
、
昭
和
大
学
歯
学
部

出
身
で
あ
る
が
、
学
生
時
代
に
勉
学

の
傍
ら
基
礎
研
究
を
開
始
し
、
７
論

文
（
１
報
は
筆
頭
著
者
）
を
発
表

し
て
い
る
。
本
年
３
月
ま
で
の
大
学

院
生
時
代
に
は
、
筆
頭
著
者
と
し
て 

『Nature Com
m

unications

』と『J 
Bone M

ineral Research

』
の
２

報
を
発
表
し
て
い
る
新
進
気
鋭
の
研

究
者
で
あ
る
。
歯
科
医
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
発
展
の
た
め
に
も
、
今
後
さ

ら
な
る
塚
崎
先
生
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
も
の
で
あ
る
。　

 

（
歯
学
部
長
・
学
生
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

口
腔
生
化
学
講
座　

教
授　

宇
田
川
信
之
）講演する塚崎先生

４
日
㈬

　

大
学
院
秋
期
入
学
試
験

８
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

12
日
㈭

　

大
学
院
秋
期
入
学
試
験

　
　

合
格
者
発
表

15
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

19
日
㈭

　

Ⅱ
期
試
験
（
第
６
学
年
）

22
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

22
日
㈰
～
８
月
19
日
㈰

　

夏
季
休
業
（
第
１
～
３
学
年
）

23
日
㈪
～
８
月
21
日
㈫

　

夏
季
休
業
（
衛
生
学
院
第
２
学
年
）

23
日
㈪
～
８
月
22
日
㈬

　

夏
季
休
業
（
衛
生
学
院
第
１
学
年
）

23
日
㈪
～
30
日
㈪

　

定
期
試
験
（
第
４
学
年
）

25
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

28
日
㈯

　

一
日
体
験
入
学
（
衛
生
学
院
）

　

留
学
生
入
試
A

　
編
入
学
試
験
A

29
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

30
日
㈪
～
８
月
16
日
㈭

　

夏
季
休
業
（
第
６
学
年
）　

30
日
㈪
～
８
月
17
日
㈮

　

夏
季
休
業
（
第
５
学
年
）

30
日
㈪
～
８
月
26
日
㈰

　

夏
季
休
業
（
衛
生
学
院
第
３
学
年
）

31
日
㈫

　

留
学
生
入
試
A

　
編
入
学
試
験
A

　
　

合
格
者
発
表

　
５
月
19
日
（
土
）、
第
35
回
長
野
県

支
部
総
会
お
よ
び
学
術
講
演
会
が
、

諏
訪
市
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
華
乃
井
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笠
原
哲
三
支

部
長
（
４
期
生
）
体
制
と
な
っ
て
か

ら
初
と
な
る
こ
の
総
会
に
は
、
総
勢

60
人
ほ
ど
の
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
２
０
１
７
年
度
会
務
報

告
、
校
友
会
本
会
総
会
報
告
、
２
０

１
７
年
度
の
収
支
決
算
、
２
０
１
８

年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
３
件

の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
支
部
長
お
よ
び
学
内

常
務
よ
り
“
学
内
ブ
ロ
ッ
ク
”
設
立

に
つ
い
て
の
経
過
説
明
が
あ
り
、
学

内
の
職
員
、
学
生
と
の
よ
り
密
接
な

関
係
構
築
の
た
め
今
後
も
大
学
側
と

話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
本
学
・
口
腔

顎
顔
面
外
科
学
講
座 

主
任
教
授
の

芳
澤
享
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
口
腔
外
科 

―
最
近
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
」
と
の
演
題
の
も
と
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
顎
骨
壊
死
検
討
委
員
会
が

２
０
１
６
年
に
改
訂
し
た
ポ
ジ
シ
ョ

ン
ペ
ー
パ
ー
を
元
に
、
骨
吸
収
抑
制

薬
関
連
顎
骨
壊
死
（
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
）

に
つ
い
て
、
歯
科
治
療
に
ま
つ
わ
る

Ｂ
Ｐ
製
剤
の
休
薬
の
問
題
、
外
科
的

な
歯
科
治
療
上
の
対
応
な
ど
事
細
か

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日

常
臨
床
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
開
業
医

が
直
面
し
て
い
る
Ｂ
Ｐ
製
剤
に
つ
い

て
の
対
応
に
大
き
く
役
立
つ
内
容
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
長
野
県
歯
科
医
師
会
会

長
・
春
日
司
郎
先
生
（
１
期
生
）、

茅
野
市
諏
訪
郡
歯
科
医
師
会
長
・
五

味 

章
先
生
（
７
期
生
）、
本
学
歯
科

病
院
長
・
川
村 

仁
先
生
、
校
友
会

監
事
・
倉
澤
郁
文
先
生
、
校
友
会
専

務
理
事
・
原
田
寿
久
先
生
、
講
師
の

芳
澤
先
生
を
来
賓
に
迎
え
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
年
に
一
度
の
こ
の
機
会
に
、
旧

友
と
の
再
会
を
喜
び
、
先
輩
後
輩
の

垣
根
を
越
え
て
歓
談
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

（
長
野
県
支
部　

13
期
生　

田
中
秀
治
）

(
社
団
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
会
認
定

県
内
初
の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
研
修
会
を
開
催

　

一
般
社
団
法
人
・
日
本
ス
ポ
ー
ツ

歯
科
医
学
会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
認
定
の

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド（
Ｍ
Ｇ
）研
修
会
が
、

５
月
20
日
（
日
）
に
本
学
の
本
館
３

階
で
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
５
月
に
本
学
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
よ

り
研
修
施
設
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
、

長
野
県
で
は
初
と
な
る
Ｍ
Ｇ
研
修
会

で
あ
る
。
研
修
会
に
は
長
野
県
内
の

歯
科
医
師
・
歯
科
技
工
士
は
も
と
よ

り
、
東
京
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、

予
定
し
て
い
た
定
員
15
人
を
上
回
る

18
人
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
施
設
責
任
者
は
鷹
股
哲
也
特

任
教
授
で
、
今
回
は
株
式
会
社
ス
マ

ー
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
協

力
を
得
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ウ
ス
ガ

ー
ド
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
と

題
し
て
シ
ン
グ
ル
レ
イ
ヤ
ー
タ
イ
プ

の
Ｍ
Ｇ
製
作
の
講
演
と
実
習
を
行
っ

た
。
Ｍ
Ｇ
の
所
要
条
件
で
あ
る
「
違

和
感
の
少
な
い
、
フ
ィ
ッ
ト
感
に
優

れ
た
、 

咬
合
の
安
定
し
た
」
Ｍ
Ｇ
を

ど
の
よ
う
に
製
作
す
る
か
が
大
き
な

テ
ー
マ
で
、
吸
引
成
型
器
と
対
合
歯

圧
痕
付
与
器
が
一
体
と
な
っ
た
装
置

を
使
用
し
、
こ
の
目
的
に
則
し
た
Ｍ

Ｇ
製
作
の
実
習
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
は
自
身
の
口
腔
内
石
膏
模

型
を
使
用
し
、
シ
ー
ト
の
成
形
、
カ

ッ
テ
ィ
ン
グ
、
形
態
修
正
、
咬
合
調

整
、
艶
出
し
な
ど
の
一
連
の
作
業
を

行
い
、
Ｍ
Ｇ
製
作
後
は
口
の
中
に
装

着
し
て
、
そ
の
適
合
度
、
違
和
感
の

程
度
、
発
音
の
難
易
な
ど
を
実
体
験

さ
れ
て
い
た
。

　

鷹
股
特
任
教
授
は
「
今
回
は
Ｅ
Ｖ

Ａ
素
材
に
よ
る
シ
ン
グ
ル
レ
イ
ヤ
ー

タ
イ
プ
の
Ｍ
Ｇ
の
製
作
研
修
を
行
っ

た
が
、
今
後
は
ア
ド
バ
ン
ス
ド
コ
ー

ス
と
し
て
ダ
ブ
ル
レ
イ
ヤ
ー
タ
イ
プ

の
Ｍ
Ｇ
も
取
り
入
れ
た
い
。違
和
感
・

フ
ィ
ッ
ト
感
・
咬
合
の
安
定
の
三
要

件
だ
け
で
は
な
く
、
発
音
・
発
声
に

も
支
障
の
な
い
Ｍ
Ｇ
製
作
に
取
り
組

む
研
修
会
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

マウスガード材の成型工程を学ぶ参加者

　

第
45
回
解
剖
諸
霊
位
慰
霊
祭
が
６

月
９
日
（
土
）、
本
館
７
階
講
堂
に

お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
ご
遺
族
、

ご
来
賓
、
法
人
役
員
・
教
員
ら
約
60

人
と
、
第
１
学
年
か
ら
第
３
学
年
ま

で
の
学
生
約
３
０
０
人
が
参
列
し
た
。

　

川
原
一
祐
学
長
は
祭
文
を
奉
読
し

て
、「
医
学
・
医
療
の
発
展
は
、
人

体
の
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
の
形
態
と
機

能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
今
日
で
も
な
お
人
体
の

解
剖
学
が
医
学
お
よ
び
歯
科
医
学
習

得
の
基
本
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
は
言
を
ま
ち
ま
せ
ん
。
ま
す

ま
す
複
雑
化
す
る
疾
患
や
治
療
に
対

し
、
医
学
・
歯
科
医
学
は
緊
急
か
つ

即
応
的
な
対
応
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、

解
剖
学
の
知
識
の
必
要
性
が
さ
ら
に

認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
生
命
科
学

研
究
の
た
め
ご
遺
体
を
提
供
さ
れ
た

19
柱
の
ご
尊
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
」
と
、
故
人
の
崇
高

な
る
ご
遺
志
に
対
し
敬
意
と
感
謝
を

表
し
た
。
続
い
て
参
列
者
一
人
ひ
と

り
が
祭
壇
に
向
か
い
焼
香
し
、
静
か

に
手
を
合
わ
せ
た
。

　

授
業
を
担
当
し
た
口
腔
解
剖
学
講

座
の
金
銅
英
二
教
授
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
本
学
は
こ
れ
ま
で
１
１
０
８
名
の

方
々
に
ご
献
体
い
た
だ
き
、
45
年
間

に
わ
た
り
解
剖
学
実
習
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
故
人
の
篤
志
は
学
生

一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
生
き
続
け

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
故
人
お

よ
び
ご
遺
族
、
関
係
機
関
の
皆
様
の

ご
恩
に
報
い
る
よ
う
、
学
生
た
ち
が

人
間
性
豊
か
な
歯
科
医
師
と
な
れ
る

よ
う
、
教
員
一
同
、
指
導
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
、
哀
悼
と
畏
敬

の
念
を
捧
げ
た
。

　

学
生
代
表
の
黄

フ
ァ
ン 

晟ソ
ン
ボ
ム帆
君

（
第
３
学
年
）
は
、「
私
た
ち

は
解
剖
学
実
習
に
お
い
て
、

医
の
論
理
を
学
ぶ
と
同
時

に
、
人
体
の
複
雑
か
つ
立
体

的
な
構
造
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
医
療
人
と
し
て
の
礎
と

な
る
こ
の
貴
重
な
経
験
を
基
に
、
社

会
お
よ
び
歯
科
医
学
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
歯
科
医
師
に
な
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。
私
は
留
学
生
で
す
が
、
国

は
違
え
ど
も
歯
科
医
師
を
目
指
す
者

と
し
て
、
ご
献
体
く
だ
さ
っ
た
方
々

を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
た
と
い
う
事
実
を
胸
に
刻
み
、
そ

の
使
命
の
重
大
さ
と
皆
様
の
思
い
を

決
し
て
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
日
々

研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

学生代表として決意を述べる黄君

19
柱
の
ご
尊
霊
に
感
謝
し
一
層
の
精
進
を
誓
う

第
45
回
解
剖
諸
霊
位
慰
霊
祭

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

一 日 体 験 入 学
① 7月 8日㈰　② 7月15日㈰

③ 7月22日㈰　④ 7月29日㈰
※7月開催分のみ掲載
　7月22日は女性対象の 「歯科女 Day」 を開催

開催時間 9：45 ～ 15：00（受付 9：15 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明・進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページまたは下記まで
ご連絡ください。

■お問い合わせ■
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Economic News 内外の経済　6月28日付

▲

株価 東京外国為替相場と各国定期預金金利
 （3カ月物）日本 　22,184.69円

米国 　24,117.59ドル 米ドル 111.15円 0.20％▲

金地金店頭価格�（消費税込み） 英ポンド 145.35円 0.10％
売り（１グラム） 4,842円 スイスフラン 111.50円 0.01％
買い（１グラム） 4,757円 ユーロ 128.35円 0.01％▲

白金地金店頭価格�（消費税込み） タイバーツ 3.42円 0.10％
売り（１グラム） 3,381円 日本円 ——— 0.01％
買い（１グラム） 3,252円 （SMBC 信託銀行ＨＰ等より）


